
平成™š年˜™月�日 火曜日 第œ� ›号官 報
住
所
兵
庫
県
西
宮
市
甲
陽
園
東
山
町
９
番
6
4
`
6
0
6号

ƒ
正
紅
昭
和
4
1年
９
月
2
7日
生

李
雅
萍
昭
和
6
2年
３
月
１
日
生

住
所
熊
本
市
城
南
町
下
宮
地
2
6番
地
１

ナ
ツ
コ
・
ヤ
ナ
ギ
サ
ワ
・
マ
ス
イ
昭
和
6
3年
７
月
2
9

日
生

住
所
千
葉
市
花
見
川
区
検
見
川
町
１
丁
目
7
0
5番
地

魏
麗
昭
和
4
8年
９
月
５
日
生

住
所
岐
阜
県
大
垣
市
荒
川
町
2
0
6番
地
３

郭
成
民
昭
和
4
9年

1
2月

2
6日
生

住
所
千
葉
県
松
戸
市
秋
山
1
1
0番
地
１

李
茜
昭
和
5
8年
５
月
５
日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
打
瀬
１
丁
目
５
番
地

劉
天
宇
平
成
２
年
７
月
1
3日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
行
田
３
丁
目
１
番
1
5
`
7
0
5号

于
泳
昭
和
5
5年

1
0月

2
6日
生

李
妍
昭
和
5
3年
７
月
８
日
生

住
所
千
葉
市
稲
毛
区
あ
や
め
台
２
番
８
`
2
0
3号

楊
建
鋒
昭
和
4
9年
６
月
2
0日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
新
井
１
丁
目
６
番
3
4号

王
鏑
平
成
元
年
２
月
1
8日
生

住
所
東
京
都
板
橋
区
板
橋
２
丁
目
2
0番
５
`
9
0
3号

ダ
ヤ
ナ
ン
ド
・
カ
マ
ッ
ト
昭
和
4
9年
５
月
1
6日
生

住
所
東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１
丁
目
1
5番

1
0
`
4
0
1号

姚
暁
鴻
昭
和
5
5年
４
月
７
日
生

_

活
動
概
況
（
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日

付
け
の
観
察
処
分
の
期
間
更
新
決
定
後
の
本
団

体
の
活
動
等
）

本
団
体
に
お
い
て
は
、
平
成
十
八
年
一
月
二

十
三
日
付
け
の
観
察
処
分
の
期
間
更
新
決
定

後
、
麻
原
の
意
思
の
捉
え
方
や
目
的
実
現
の
た

め
の
活
動
方
針
の
違
い
か
ら
、

「
A
le
p
h」

の
名

称
を
用
い
て
活
動
す
る
内
部
組
織
（
以
下

「
A
le
p
h」

と
い
う
。）と
「
ひ
か
り
の
輪
」
の

名
称
を
用
い
て
活
動
す
る
内
部
組
織（
以
下「
ひ

か
り
の
輪
」
と
い
う
。）が
活
動
を
開
始
し
、

「
A
le
p
h」

は
、
従
来
の
活
動
形
態
を
維
持
し

つ
つ
、
麻
原
の
意
思
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
が
麻
原
に
対
す
る
真
の
帰
依
で

あ
る
と
し
て
、
麻
原
を
前
面
に
出
し
、
麻
原
に

対
す
る
絶
対
的
帰
依
を
明
示
的
に
強
調
す
る
活

動
を
、「
ひ
か
り
の
輪
」
は
、
従
来
の
活
動
形
態

を
変
更
し
て
で
も
麻
原
の
意
思
を
実
現
す
る
こ

と
こ
そ
が
麻
原
に
対
す
る
真
の
帰
依
で
あ
る
と

の
信
念
に
基
づ
き
、
真
実
は
、
麻
原
に
絶
対
的

に
帰
依
し
、
そ
の
教
義
を
広
め
、
麻
原
の
意
思

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
外
形

上
、
麻
原
の
影
響
力
を
払
拭
し
た
か
の
よ
う
に

装
う
、
い
わ
ゆ
る
「
麻
原
隠
し
」
の
活
動
を
、

そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十

一
年
一
月
二
十
三
日
付
け
の
観
察
処
分
の
期
間

更
新
決
定
（
以
下
「
本
件
期
間
更
新
決
定
」
と

い
う
。）後
も
、
こ
れ
ら
中
心
的
な
内
部
組
織
の

活
動
形
態
は
、
変
わ
ら
な
い
。

住
所
静
岡
市
葵
区
田
町
２
丁
目
１
番
地
３

®
智
子
昭
和
4
9年
８
月
８
日
生

住
所
沖
縄
県
那
覇
市
金
城
４
丁
目
６
番
地
５

金
束
昭
和
4
5年
６
月
1
0日
生

住
所
静
岡
県
三
島
市
文
教
町
２
丁
目
1
2番
６
号

王
金
剛
昭
和
5
9年
５
月
1
2日
生

住
所
東
京
都
練
馬
区
小
竹
町
２
丁
目
５
番
７
`
4
0
6号

張
吟
昭
和
5
6年

1
0月

2
9日
生

住
所
東
京
都
台
東
区
浅
草
２
丁
目
1
6番
７
`
1
0
1号

李
愛
敬
昭
和
5
3年

1
0月

1
2日
生

住
所
福
岡
市
東
区
多
の
津
５
丁
目
3
5番

2
0号

G
冬
ù
昭
和
4
7年

1
1月

1
2日
生

甘
泉
平
成
1
4年
５
月
3
0日
生

甘
源
平
成
1
8年
１
月
2
7日
生

住
所
大
阪
市
淀
川
区
東
三
国
２
丁
目
９
番
1
6
`
3
0
3号

張
厚
君
昭
和
5
1年

1
0月

2
4日
生

住
所
大
阪
府
寝
屋
川
市
大
成
町
1
5番

1
0号

丁
三
昭
和
5
4年
３
月
１
日
生

住
所
京
都
市
伏
見
区
羽
束
師
志
水
町
1
5
3番
地
2
0

崔
大
植
昭
和
4
4年

1
1月

2
3日
生

住
所
千
葉
市
稲
毛
区
小
仲
台
８
丁
目
1
6番

2
2
`
3
0
2号

趙
慶
九
昭
和
4
4年
４
月
3
0日
生

閻
鳳
ù
昭
和
4
7年
２
月
５
日
生

趙
東
宇
平
成
５
年
1
1月
５
日
生

趙
輝
平
成
７
年
５
月
2
3日
生

趙
晶
平
成
1
3年
６
月
３
日
生

〇
公
安
審
査
委
員
会
告
示
第
二
号

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
、
公
安
調
査
庁
長
官

尾
Ä
道
明
か
ら
、
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体

の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
七

号
）
第
十
二
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
第

一
記
載
の
団
体
に
対
す
る
処
分
の
請
求
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
意
見
陳
述
の

機
会
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
、
同
法
第
二
十
六
条
第
四
項

及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、左
記
第
二
記
載
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日

公
安
審
査
委
員
会
委
員
長

田
中

康
久

記

第
一

被
請
求
団
体

一

名
称

平
成
十
二
年
一
月
二
十
八
日
、
公
安
審
査
委
員
会

に
よ
っ
て
、
三
年
間
、
公
安
調
査
庁
長
官
の
観
察
に

付
す
る
処
分
を
行
う
決
定
を
受
け
、
平
成
十
五
年
一

月
二
十
三
日
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
三
日
及
び
平

成
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日
に
、
同
決
定
に
係
る
処

分
の
期
間
を
更
新
す
る
決
定
を
受
け
た
「
麻
原
彰
晃

こ
と
松
本
智
津
夫
を
教
祖
・
創
始
者
と
す
る
オ
ウ
ム

真
理
教
の
教
義
を
広
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
同
人
が
主
宰
し
、
同
人
及
び
同
教
義
に

従
う
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
団
体
」

二

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

埼
玉
県
越
谷
市
北
越
谷
一
丁
目
二
十
番
六
号

「
さ
く
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
」
一
〇
一
号
室

２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
六
丁
目
三
十
番
十
九

号
「
Ｇ
Ｓ
ハ
イ
ム
烏
山
」
二
〇
一
号
室

三

代
表
者

氏
名

麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫

昭
和
三
十
年
三
月
二
日
生（
当
五
十
六
年
）

職
業

団
体
主
宰
者

居
所

東
京
都
G
飾
区
小
菅
一
丁
目
三
十
五
番
一

号

東
京
拘
置
所

四

主
幹
者

１

氏
名

鈴
木
一
弘

昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
一
日
生
（
当

四
十
四
年
）

職
業

団
体
役
員

住
所

東
京
都
足
立
区
保
木
間
一
丁
目
四
番
十

八
号

「
丸
岡
ビ
ル
」

２

氏
名

青
野
雅
樹

昭
和
三
十
七
年
三
月
十
五
日
生
（
当
四

十
九
年
）

職
業

団
体
役
員

住
所

東
京
都
杉
並
区
西
荻
北
三
丁
目
十
六
番

八
号

「
第
六
ア
サ
ヒ
ハ
イ
ツ
」

３

氏
名

上
祐
史
浩

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十
七
日
生
（
当

四
十
八
年
）

職
業

団
体
役
員

住
所

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
六
丁
目
三
十

番
十
九
号

「
Ｇ
Ｓ
ハ
イ
ム
烏
山
」
二
〇
一
号
室

第
二

通
知
事
項

一

更
新
請
求
に
係
る
処
分
の
内
容
及
び
根
拠
と
な
る

法
令
の
条
項

公
安
調
査
庁
長
官
の
観
察
に
付
す
る
処
分

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に

関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
四

項

二

更
新
の
理
由
と
な
る
事
実

１

被
請
求
団
体
の
現
況

^

組
織
概
況

被
請
求
団
体
（
以
下
「
本
団
体
」
と
い
う
。）

は
、
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
（
以
下
「
麻

原
」
と
い
う
。）を
教
祖
・
創
始
者
と
す
る
オ
ウ

ム
真
理
教
の
教
義
を
広
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
麻
原
が
主
宰
し
、
麻
原
及

び
同
教
義
に
従
う
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
団

体
で
あ
る
。
そ
の
構
成
員
は
、
現
在
、
日
本
国

内
に
約
千
五
百
名
（
出
家
し
た
構
成
員
約
四
百

名
、
在
家
の
構
成
員
約
千
百
名
）
及
び
ロ
シ
ア

連
邦
内
に
約
百
四
十
名
お
り
、
日
本
国
内
の
十

五
都
道
府
県
に
計
三
十
二
施
設
、
ロ
シ
ア
連
邦

に
数
施
設
を
確
保
し
て
い
る
。

住
所
福
井
市
北
四
ツ
居
町
第
3
1号

3
7番
地
４

李
源
世
昭
和
1
7年
１
月
４
日
生

住
所
札
幌
市
中
央
区
南
４
条
西

1
8丁
目
２
番
１
`

9
0
6

号金
鎬
昭
和
4
5年
２
月
1
5日
生

住
所
佐
賀
県
小
城
市
三
日
月
町
金
田
1
0
5
1番
地
７

于
–
昭
和
5
3年
３
月
６
日
生

住
所
福
岡
県
中
間
市
中
鶴
４
丁
目
2
5番
８
号

李
雄
作
昭
和
5
6年
７
月
７
日
生

李
慶
太
平
成
元
年
２
月
１
日
生

住
所
福
岡
県
宗
像
市
広
陵
台
３
丁
目
３
番
地
４

裴
洋
平
成
３
年
２
月
２
日
生

住
所
栃
木
県
宇
都
宮
市
野
沢
町
1
1
6番
地
５

佐
ミ
ネ
子
昭
和
４
年
８
月
７
日
生

住
所
宮
崎
県
児
湯
郡
高
鍋
町
大
字
上
江
6
6
4
9番
地
1
5

ロ
ル
ナ
・
モ
リ
ィ
ス
・
ト
ザ
ワ
昭
和
4
8年

1
0月

2
7日

生
住
所
東
京
都
世
田
谷
区
船
橋
１
丁
目
2
7番

1
5号

林
恒

昭
和
6
0年

1
2月

3
0日
生

住
所
岩
手
県
奥
州
市
胆
沢
区
南
都
田
字
外
記
1
3
5番
地

姚
春
林
昭
和
3
9年
４
月
1
3日
生

住
所
岩
手
県
一
関
市
萩
荘
字
下
モ
下
`
2
8番
地
３

曹
ß
昭
和
4
1年
２
月
2
0日
生

華
蕾
平
成
５
年
６
月
９
日
生
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